
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

  

 

   

 

 

 

 

評価規準と指導計画に 
文言のズレなし！ 

国研の評価規準から引用しつつ、 

その時間にあった目標を決めましょう！ 

 指導計画の作り方 

評価を盛り込み過ぎていませんか？ 

子どもが迷子にならないための！ 

大人も子どもも、同じゴールを目指すことで 

「次はこれか！」

主体的な学びの一歩は、 

自分がいま何を学んでいるか

関、考、技、知 

4観点をどの時間で見とるか、 

単元全体のつながりを 

見通して決めましょう！ 

ひとつの授業で 
評価はひとつ  
子どもたち全員を 

確実に見とることができるよう 

評価項目を絞りましょう！ 
 

ただし…！！！新学習指導要領では、 

※すべての教科において4観点→3観点に変更 

知識・技能 
思考力・判断力 

・表現力等 

学びに向かう力 

・人間性等 
 

※国研の評価規準…「新学習指導要領版」は令和元年度に刊行されています 

上記に記載している参考の指導案の内容は、昨年度までのものです    

毎時間の授業を考えるよりも 

指導計画を考えた方が時短！ 

既習事項を確認し 

今後の学びに見通しがもてる！ 

指導案例：６年生「資料の調べ方」 

指導案例：２年生「１００㎝をこえる長さ」 

目標と評価は裏表の関係です 

「単位時間の目標と 

評価規準を考える」 
そのあと 

「学習活動を考える」が基本！ 

「こんな活動をするから、 

   こんな目標～」ではダメ！ 

 

 
観点に偏りがありませんか？ 

 

この指導案だと、 

技能ばかりの授業で

知識・理解の評価を

しないことになって

しまいます！ 

 

こ
の
指
導
案
だ
と
、１
時
間
の
授
業
の
中
で 

技
能
知
識
関
心
の
３
観
点×

人
数
分 

の
評
価
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
！ 
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